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二 三 のTHUNBERG植 物 に 就 て1)

田 中 長 三 郎

(大正十 四年八月十二 日受領)

C. P.  TIIIINBERG が を著せ るは1781に して共出版年次に於てはFlora  Iaponica (9) P. OSBECB

の の に遅る玉も共重要の度に於ては DagbAk [1757], N. L. BM/MANN Elora Indica [1768] Joh.

do LouREIRo の の に劣 らFlora  Cochinchinensis [1790], W. ROXBURGH Flora Indica [1820-24]

す,東 亜植物命名學の出発顯に是を擬するは定に理あるな り。共の畢 ぐる所812種,共 の種

名は の既存種を除けば悉 く の命する所にて,後 LINNAEUS THUNBERG Transact'ons of the

Linnein Society 誌(10)に 於て改名せ るものを加算 し,門 弟 の計算に從へば Wallstrom. (11)

新騰26,新 種390の 多数 を記説せ るものな り。共後 植物 と騒定せ られた るものに
 LINNAEUS

も後研者に依 り日本品の異る事考査せ られ之を更に新種に数へ られたるもの多歎あり・是等

を通算する時は 植物の過牛は新種なるを知る。 故に周 く東亜に分布する夫等植 THIINBEB  G

物の大部分は日本に於て命名されたるに等 しく,從 て東亜植物 を研究するものに先づ日本植

物 を知悉するの要を與へ,目 本植物をして學術上最 も重要なるものたらしめしな り,共 功實

に の初研に在るは論を侯たざるなり。 TxuNBEBG

然 るに 新台を精細に観察するに,共 の或物は現在に於て如何なる THUNBERG Cjmbinatiin

の下に於ても存在せざるものあり1是 不當なる後名に よりて置替 られたるものにして,命 名

規約上共の復活は至然且必要たるな り。叉夫等の中には西書には存在を認められ居るも我國

に於て之に慮すべ き實物の何たるかを知 らす,自 然不問のまL現 在に及べるものあ り,而 し

て共果 して何物なるか を知るは本邦植物命名上甚だ重要の事柄なり,而 して右の如き不合理

を激ふる時は我が植物志の根底に於て多くの不備を獲見すべ く,是 等の整理は本邦植物,吉の

齊備に資するものにして恰 も の學界に與へた る功債に類似するもの あるな り, TOEREY, GRAY

何 となれば此種事業は の と田本植物膳葉 との比較 を以て初めて TIW  BEItG typ3 speoimenu

成立すべく,恰 も上記先哲が 等の植物に対 して行ぴたる事業に匹敵 PURSH, NUTTAL. M1CHAUX

1)聯合 寄與(九 州帝國大學農學部園藝學教室 ・第 七.宮 崎高等農林學校實業植物學教室 ・第一)。



す るあ れ ば な り。

凡 そTHUNBERG時 代 の植 物 記文 はLINNAEusに 比 して 甚 し く増 大 した りとは 云 へ 猫 甚 だ 簡

素 た る を冤 れ ざ る も4)あ り,又THUNBERGの 日本 植 物 を採集 した る時 た るや 鎖 國 時 代 の 嚴 重

な る監視 の 下 に行 は れ た るが 故 標 品 の 不 完 全 な る多 き は止 む を得 す,叉THUNBERG膿 葉 は僻

遠 の 地 に保 存 され 容 易 に 看 査 す べ か らざ る もの あ り・是 等 の 理 由 は 右 の 如 き不 明 品 を今 日ま

で残存 せ しめ し主 た る理 由に して,彼 のMAXIMOwrcz如 き優 秀 な る 周本植 物 研 究 者のSweden

訪 問 を以 て も猫 不 解 決 の 問 題 を多 く残 せ る所以 な り。鼓 に於 て著 者 は大 正 十 一年 九 月 多数 の

日本 植 物 標 品 を携 へ てUpsala大 學 を訪 問 し,多 年 願 望 せ るT・ ・UNBERG植 物 膿葉 を實香 し,具

に 名實 を対 審 査 定 す る事 を得 た り。今 蝕 に掲 ぐ る所 は即 當 時 の研 究 に基 け る もの な り。

両來[1]HUNBERG植 物 を研 究せ る もの 少 か らす,就 中伊 藤 圭介 編 泰 西 本 草 名疏(3)は 最 も重

要 な る丈 献 に して,THUNBERG名 稻 の校 訂 は全 然 共 師SIEBOLDの説 に 從 へ るが 故 に,其 の

SynopsisplantarumoeconoMicarumに 漏 れ た る もの は 本書 の 名稻 にvalidの もの あ り,恐 ら く

日本 文 献 中Viennacodeに 從 ふ べ き有数 學 名 を具 ふ る最 初 の丈 献 た りと稻 し得 べ し。 次 で飯

沼 慾 齋著 草 木 圖説 草 部(2)はLエNNAEUS,THUNBERGを 引 慷 命 名 せ る もの 多 く中 に は頗 る安 當

に して用 う可 き もの あ り。而 して松 村 任 三帝 國 植 物 名 鑑(5)に 至 りて は現 用名 稔 にTHUNBERG

原 名 を 引 用対照 す る事 大 に相 努 め頗 る参 考 に資 す べ く,改 訂 植物 名彙 陵編(6)に 及 び 多 少 の

改 蜜 を冤 れ ざ りしが猫 不 朽 の債 値 あ り,JU肌 ④ に 至 りて ば 更 に 最 も重大 な る貢 献 を賓 した

る もの に しで,共 の 名 構 の 改 訂 は多 くはIndexKewensis(1)に 擦 りた りと は云 へTHUNBERG

植 物 研 究の 指 針 た る債 値 は充 分 た る な り。

猫THUNBERG植 物 の 研 究 に當 りて は,共 のtypelocalitiesに 於 て同 一一植 物 を再 採 集 し,具

にtypeの 再現 を企 つ る事,typeconceptionを 運 奉 す る吾 入 の當 然 行 は ざ る可 か らざ る所 に

して,斯 の 如 き聚 集 は此 種 の 研 究 に 稗 釜 す る所 頗 る大 な るあ る な り。 著 者 は鼓 に主 と して其

任 に當 りた る市 川 壽 君 に謝 意 を表 す 。

以 下FloraJaPonica墨 用 の 順 位 に從 ひてTHUNBERG植 物 の考 察 を録 す 。 肉 太 丈 字 にて示 せ

る名稻 はII]HUNBERCt名 構 の 復 活せ る もの,叉 は本 論 文 に於 て 提 稽 せ る 有数 名 稻 或 は新 名 な

り。猫 本文THuNBERG著 書 名 中Gen.と あ る はNovageneraplantarum(7),Mus・Uig・ ・と あ る

はMuseum naturalium Academiae Upsaliensis(8),Tr.Linn.S:C.と あ るはTransactions of theLin-

nean Seciety,London(10)な り。共 他他 家 の 引 擦 書 名 解 論 は一 々贅iせす,之 分類 家 の 知 悉 す る

所 なれ ば な り。 猫 個 々の 新 厩 解 設,大 屡 のmonograph等 所 謂"THUNBERGdissertations"に



現はれたるものは引擦の邊なか りしものあ り,夫 等に対 する著者の資料は別に開陳するの機

會あるべし。

 Salix integra THUNB. 24,

本種は名鑑之をコリヤナギの異名となし,は に合するもIndex  Kewensis Falix repens LINN.
ほ ロ ロ ヒ コへ

共に非にして標本はイヌコリヤナギな り。即改訂名彙に載する halix  purpurea LINN. subsp.

amplexicaulis Bolas.
コ

叉 の引用する JUEL ANDERSSON, in Mem. Amer. Acad. (1858) : 451 0 8

purpurea LINN. see. AND. は之を廣 し猫立種 として此名を保存するに如かざるな り。

 Commelina communis LINN. ox THUNB. 35.

本名は後 と改稻された るも猫宰

種に非すしてヤプメウガの花な り,ツ ユクサの類に非ざるな り。 ヤブメウガの 標本は別に
唱'

と して存 す 。

 Commelina japonica THUNB. in Tr. Linn. S.,o. It. (1794) : 332

Pollia japonica THUNB. Gen. 1. (1781) : 11

Kyllinga triceps LINN f. eX Trn NB. 35.

本 種 は名 鑑 ヒ メクx"の 異 名 とな す も標 本 は ヒン ジガ ヤ ツ リな り。F1,Jal),'は 明 に ・K.

と あ り,即 本 種 は

伽

1エ,(1837)・268の 異 名 に 配 す べ き な り。

capitulis.  aggregasis  triphyllis" Lipocarpha microcepala KUNTH. Enum'

Czrex vulpina LINN. ox THUNB. 37.

本種は後 と改総せられたるも其の標 Carex cephalotes THTTNB. Mus. Ups. 10 (1731) : 145

本鑑定不能の爲め助名は死滅 し,別 に Carex  cephalotes F. MUELL. in Trans. Phil. SJo. Vict. -1

(1855):110の 設 定 を見 る に至 れ り。 然 る に 標 本 は不 完 全 な が ら ミ ノボ ロスゲ な る THIINBEBG

を知る,故 に ミノボ ロスゲの現用墜名 を慶して本 Carex nubigena DON vier, plan. iu,scula KUECx,

名を用 う可 し,の は 自身 MULLER cepli fk2Otes Muller Fragments Phytagraphise LXX (1874) 251

に於て に合せ り。 Carex capitata LINN.

Carex remota LINN. ox THUNB. 37.

本學名を名鑑(p:131)ヤ ブスゲに充つるは正 し,何 となれば瑞典塵 の標本を見 るに

ヤブスゲに等 しければなり。後 種 を W'VAHLENBERG THT.'NBERG

remota

Carex gibba WAHL. in Act. Holm..

(1303) : 148 と改名 し も亦 に於て之を探用せ るも原鑑定正 THUNBERG Plant Jap. Spec. Novae

しきを以て此の 改 名に及ぱす。 而 して名鑑別に をマスクサに充っれども素 よりC. gibba

gibba と の とは同一品を指せるもの故別・種たるの理なし。即ヤスクサは全 THUNBERC remota



然本種 と無關係な り。

 Oarcx caesjitosa Linn. ex THUNB. 39.

本種はアゼスゲなり,名鑑鑑定の如し。然れども其正名とせる はC.  GauIichauliana RUNTS

今 の異名にしてアゼスゲは宜 しく C.  vulgaris Fn. Carex Thunbergii STEUD. in Flora 29

11846) : 23, Synopsis, IL (1855) : 221 たらざる可か らざるなり。

 Andropogon c. initus THUNB. 40. tab. 7.

本種はイタチガヤな り。今名鑑 に從ひてIndex Kewensis  Pogonatherum saccharoideum BRAUV.

Agrost. (1812) : 176 t. 11. f. 7. を用 うるも須 く Pogonatherum  crinituin (T UNB.) KUNTH

Enum. I (1833) : 478 を用 う可 し。 は此の を に露するも,其 引 KUNTH combination TRINIUs

擦せる の は と記 し TRTNIIIS Fiuidamenta (1820) : 166 Honaoplitis crinila (THUNB.) TRIN. Pogo-

natherrvn1 BEAUV. は異名 として置けるに過 ぎす,即 ち此.の は oombinntion authority KUNTH

自身たるなり。

 Andropogon ciliatum THUNB. 40.

本種はメガルカヤなれ ども既に の なる別種あるを以て RETZIUB A dropogon ciiiaium RETZ.

後・ と改樗せ り。此の名 に Anthistria setosa THTNB. P1. Jap. Nov. Spec. ,1824) : 5 nomen nudum

て何を指せるや著述上には不明なれど標本は確に に此名を附しあれば疑 Andro_  ogon c iliatum

ふ可 くもあらす。 然れ ども是 より先既に は WILLDENOW Anthistria japonica WILLD. Sp. P1.

IV (1805) : 901 を作 り本種を配 し居 るを以て此改構 は無効に屡 し,從 てメガルカヤの學名は

 Themetla .japonica (WILLD.) a. comb. たる可 し。因に云ふ を取 りAnthistria LINN. f. (1779)

て を排する の方針は 附録に於て認む
 0 

 Thernela FOBBSKAL (1775) Index Kew.msis Vienna cote

る所とならす,宜 しく の の示す如 く後者を採用すべ き0.  Kuntze Rev. Gen. U. (1891) : 791

な り。

 Phalaris hispida TsaNB. 44.

本種は名鑑 に載せす,然 れ.ども標本はコブナグサな り。今 Arthraxon ciliaris (RETZ.) BEAUV.

Agrost. (1812) : 111, t. 11, f. 6. を取用 うるは更に以前の を Ischaemun ciliare RETZ. Obi 6. (1791) : 36

oambine せ りとするも猫 の方 な り,故にコブナグサの學名は THUNBEBG antedate Arthraxon



hispidus(THuNB.)n.comb.た る事 を提 構 す 。

Phalaris  erucaeformis Lr N.

本 種 はFl.JaP.に 載 せ す ・即 ち 登 載 漏 な り・其 標 本 は 正 し く ミ ノ ゴ メ な り。 今 ミ ノ ゴ メの

學 名 と し てBeckmanninertecaerormis(Linn・)H・stを 用 ふ る は 正 し。 猫 名 鑑 はIndex

Kewensigに 從 ぴ てP.}ararisortzoUesTHuNB.44.を ミ ノ ゴ メの 異 名 に 宛 つ ・ 之LeerSiaori20iaes

《b函N.)Sw.Nvv.Gen.Sp.pL(1783):21;F1.ind.OoG.1.(1797):132と して 用 ゐ ら るS種 な る

が 故 に ミ ノ ゴ メ と は 別 な り。THUNBERG標 本 は 恐 ら くJaVa産 晶 な る べ し 。.

Panicum  ltirtellum LINN. ex THUNB. 46.

本 名 は 名 鑑 に 見 え す,THUNBERG標 本 は チ ぐ ミザ ・な り。 即IndexKewensisの 示 す 如 く本

種 はOplismenusBurmanni(RETZ.)BEAUVAgrost.(1812):54の 異 名 に 配 し て 可 な り。

Panicum  hordeiforme (LINN.) MUNB. 46. tab. 9.

THuNBEBGはAlopeculus hordeiformls LINN.Sy.ea.1(1753)190を 右 の 如 くcombineせ る も,

後 更 にCenchrus purpurascens THuNB.in Tr.Linn.soc II.(1794):329と 改 稻 せ り。 本 植 物 は

Fl.Jap.の 圖 の 示 す 如 くチ カ ラ シ バ な る が 故,牧 野 氏 之 をcombineし てPennisetumpurpuras-

cens(THUNB.)MAKInoと な せ り。 然 る に 此 組 合 せ 以 前 に 於 て.RinnisetumpurPtLrascensH・B・K・

Nov。Gen.1(1829):113のhomonymあ り,之 をPennisetumsdosumRicH.のSyn.と 見 る 者 あ

れ ど,決 し てuniversa11ynon・validと'認 め 居 られ す,故 に 本 種 に 既 に 命 名 せ ら れ た るPen一nisetum japonicum Trin.in Spreng.Neue Entd.II

〈1821):76を 慶 し て 特 に 右 のcombina-

tionを 主 張 す る 理 由 あ る な し 。 名 鑑 即 此 名 を 採 る も改 訂 名 彙 前 者 を 探 る は 早 計 な り・HACKEL

は 勿 論,BAILEyCyc1opediaの 如 き もP.japonicumを 採 れ り。

 Panicum grossarium LINN. ex THUNB. 48.

本 種 は 後Panicこe・inbisttetc(ettmie:lrHvNB.inNov.A・t.sJ・.sGi.Upsal.7(1815):1di1と 改

稔 ぜ られ,1・ ・d.Kew.も 亦 共 猫 立 を認 む る と 錐 も 日 本 に於 て は 夙 に亡 失 せ り。 標 本 は ヌ カ キ

ビ に 等 し き 故,1kenictemaeroctnthumSTEUD,Syn.1(1855):87の 使 用 は 中 止 し て 本 名 を 復 活 す べ

き な り。

 .iu7n globosum. T TJNE. 49



本種は確にチゴザ 、な り。然れども今 口用うる所'の Isachne australis R. BB. Prodr. I. (] 810)

196 は と云ふを以て "paniicula lanceolata, s'wplici : ramis pedicellisque flexuosig , culmo erecto "

日本種チゴザ ・と同一と考ふる事頗る困難な り。 は本種の猫立を認め ● KUNTH Eriochloa ?

globosa KUNTH, 116v. Gram I (1829) : 30 の を設 くると難 も,本 種の議花は二花なcombination

る故 な り。即 と呼ぶ可きな り。 I sachne Isachne giobosa (THUNB.) U. comb.

Ayrostis ciliata TRUNB. 49. 

Poa hirta THUNB. 49.

共に日本にて亡失せ り。 前者は と KUNTH Festuca ? Thunbergii KUNTH Enum. I. (1833) : 412

して載ぜ,叉 之に從 ひ・後名は叉別に成立を許ぜ り。 然るに 標本 を楡 Ind. Kew. THUNBERG

するに共に トダシバなり。 然るに トダシバの學名は名鑑 も用うる如 く  Arundinella anomala

STEUD. Syn. I (1855) : 116 にして は共記す所 に從へば の標本 STEUDEL Lydell Agrostis c:Iiaris

(sio ?) に基け りと云へば恐 らく 標品に擦れるものならん,宜 しく 原名 THUNBERG THUNBERG

の敦れかにて置替ざる可か らす。 今按するに若 し に從ふとせば"  l
a priorite do position, "

.Arundinela ciliata をトダシバの學名 と爲さL"る可か らざるも,は Viemia code 1867 DE CAN-

DOLLE 原規約の主旨に從ひ著者の撰揮 を詐すを以て (choix de l'auteur) Aiundinella ciliata NEEs

ox MiQ. in Verb. Nederl. Inst. III, 4 (1351) ; 30 なる を避け,今 valid homonym Arundinella

kirta (THUNB.) ii. comb. を以て トダシバの正名たらしめん事を提稻するものな り。

Poa  trivialis LINN. ox THUNB. 50.

JuEL は に本種存在すと記 し本腫 を生存せしむるも,著 者は共標本を THUNBERG Herbarium

見出さざりき◎ は本種を口本に見すと認す。 HAM EL in Bull. Herb. Boise. 7 no. 10 (1899) : 711

Fl. Jap. の認丈は簡に過ぎ要 を得 ざれども,よ り得たる の標本は殆Sweden Poe  tiivialis LINN.

ど全然我が ミソイチゴツナギに等 しく,唯 椅にはカハラィチゴツナギに見 る如 き紫色を呈す

るあるのみ。故に著者は 鑑定の如 くミソイチゴツナギに蜀 してHACKEL Poa  acrolevca STEUD

Syn. I (1855) : 256 璽設定の必要を認めす。 は ミゾイチゴツナキを見たるものと信す, THUNBE1  G

記丈叉畦畔に生する由を述ぶる故釜々共然るを知 る可 し。

 .Pna barbata THtNB. 50. tab. 10.

KUNTH 本種を生かす。 又 は是 を と記す も DUEL Eragrostis barbat.z (THUNB.) MDT. T1=NIUS



の 原 文inBull.sci.AGad,Petiersb.1(18c6)=70はBrasil産品 を挙げ 決 し てTHuNBERα の 種 を

つ

combinθ せ る に 非 す 。 今THUNBEBC.標 本 を 検 す る に カ ゼ クサ の 若 き も の に 過 ぎ す ∫而 し て 名

鑑 之 を イ ト スズ メ ガ ヤErαgrostisntrovirensT跳 エN.に 充 つ る は 當 ら ざ る な り。 即THUN脇 磁 の

墨 ぐ る 前 種.Ebαferruyinea.THUNB.50,=Er`egrosttisfen4eeginea(THUNB.)BEAuいAgro3t:・

(1812)・71と 同 一 物 た る な り。

 Festucz misera THUNB. 52.

名 鑑 之 を カ ハ ライ チ ゴ ツ ナ ギ に當 てHACKELの 極 め て 不 稔 當 な る學 名PJapalustrisL・NN.

W.,S・tiiOfulα(S,rEUD.)HACK,を 配 す る も,Iad.KeW.,JUEL等 之 を 猫 立 種 と し て 生 存 せ し む 。 今

標 本 を 楡 す る に 實 に な りた る所 の カ モ ジ グ サ な り。 而 し て 今 カ モ ジ グ サ に はTrtticzen?,(AgrO-

pyrum)s:micostatumNEEsoxsTEuDeLsyn.1(1855):346(AffghanistanP¥i)を 充 つ る も頗 る疑 は し

く,宜 し くAffj・01)yronrnzisert-n(T・ ・UNB.)n.CJmb.を 設 定 す べ し 。

Viscum Opuntia  THUNB. 64.

本 種 の 標 本 は ヒサ カ キ に 寄 生 せ る ヒ ノ キ バ ヤ ド リギ な りTHUNEERGはLiNNAEUSのViscum

opuntioidesLINN.Sp.ed.1(1753)・1452を 引 く も 共 の 誤 記 に 非 ざ る事 は 目 次 に も示 し,且 後

Tran.Linn.Soc.1(1794)=329にViscumjaponicumTHuNB.と 改 稻 せ る時 も``opuntia"と 記

す を以 て 明 か な り,而 も右 の 改 樗 に伴ふ 本 丈 はFI.jap.の 原 文 に"articulistrigonis,,の 二

語 を 附 せ る に 止 り何 等 緋 疑 な し故 に 現 准v.japonicumを用 う る と 錐 も 此 改構 は 命 名 規 則 に

反 す る も の と知 る 可 し,即 ヒ ノ キ バ ヤ ド リ ギ の 學 名 は1'seieaiXzesOPtentia(THUNB.)n.Gomb.

た る 可 き な り。 、

 Fayara piperita LINN. ex THUNB. 64.

本 種 の 和 名 は 名 疏 サ ン セ ウ,イ ヌ ザ ン セ ウ を 併 記 し敦 れ な りや を 決 定 せ す,名 鑑 も亦 不 問

に 附 せ り。 標 本 は イ ヌ ザ ン セ ウ な り。 故 に 本 種 はZanthoxyJumpaipθ?'itecm(LINN・)DC・ に 非 す し

てZanthoxylum schinifoliumSIEB,etZucc.inAbh.Akad Munch.4no211846):137な

『り

。

 Elaeagnus crispa THUNB. 66.

MAxiMowiczはElaeagnusmultifloraTHuNB.δ ・crispa(THuNB.)MAxlM.inMel.Bio1og.7`1870)':

561即 ナ ツ グ ミの 一・埜 種 と な す も標 本 は ア キ グ ミの 充 分 生 長 せ る葉 と 小 激 の 果 實 と を 具 ふ る



ものなるが故本種は の異名に配すべきなり。凡そ少し Elaeagnus umbellata THUNB. 86.

く正常品より異る膿葉に就きて特に変種を設定する如き命名方針は著者の探らざる所にして

若し に從ひて是等學名を今少しく する時は本邦の は現在よtype conception simplify Flora

り遙に たるに至 らんと考ふ。 up-to-date

Urtica dioica LINN. ex THUNB. 69.

名鑑共引用を失せ るも標本はイラクサなり, . Urtica Thunbergiana SIEB. et Zucc. in Abh

Acad. Munch.. II (1846) : 214 と云 ふ 。

Urtica  macrophylla THUNB.

標本はヤブマヲな り。之を に Boehmeria macrophylla (Tanis.) SIEB. et Zncc. 1. c. 215 combine

せ るもの之より先 が 其他の産別種に対 しDavid DON Himalaya  Boehmeria macrophylla D. Don

Prodr. Fl. Nepal. (1825) : 60 の命名ある故右の を無効 とし,同前の地産の combination Boehmeria

platyphylla D. D,.x. 1. a. に本種を配す 然るに(WEDDEL  293 DC., I'rodromus 16 (1869) : 210), 13.

platyphylla
・は非常の大本にて雌花叢の直径1・m .あ り,到底ヤブマヲた り得す,故 に牧野氏は

増訂草木圖説にて に本種を宛つ Boehmeria  japonica MIS. in Ann. Mu•:. Bat. III (1868) : 131 (TIAKAI.

in Journ. Cull. Sci. 31 (1911) : 198 も然 らん)。然るに の本種は元來 iMIQUEL Urtica japonica LINN

f. Supl. (1781) : 418 を せ る もの な るに,の は ヤ ブ マ ヲに 非 す,之combine LINN.  f. U. japonica

TRTmBEEG.の 探品にて は之を 即 コアカソに充つ・ 自身 も TSVNBERG Bochmeria spicata LINN. f.

" racemis (spicis !) axillaribus salitariis elongates " と記せる故誤なからん 標本 (THUNBERO B.

Spiccd a 中アカソを混すれど主標本はコアカソな り1)即 も Boehmeria japonica (LINN. f.) Mil.

ヤブマヲとして に非す。 叉名鑑使用の も亦valid  Boehmeria grandiflora WEDD. B. platyphylla

の異名なりと云へば ヤブマヲの學名は浩失せる理な り・故に今之を (Ind. Kew.) Boelimeria

Miguetiana n.nom. と呼ばん と欲す。

 Ur€icx japonica TIIt7 B. 70.

本種名鑑之を逸せるも名疏の鑑定當れ り・即標本はクバクサな り。今 之をBUREAU  Fatoua

pitosa GAUD. O. subcordata BUR. in DO. Prod. 17 (1873) : 256 に當つるも の GAUDICHAUD-BEAUPRE;

著 は1826出 版 な る故 の 方 遙 に な り。 即 クハ Voyage autour du monde THUNBEILG antedate

クナの學名は た らざる可から Fatoua japonica (THUNS.) BLTJME Mus. Bat. It. (1858, : t. 33

づ㌔



 I  ex japonica THuNB. 79.

之 名 鑑 も記 す 如 く ヒ ラ ギ ナ ン テ ン な り,而 て エud.Kew.はTHUNBERGが 其FL.jaP.及Iconeg

plantarumjaponicarUmtab.22にMahoniajaponicaと 言巳す と揚 ぐれ ど之 誤 に てTHuNB.は かS

るcombinationを 用 ゐ た る 事 な し 。Berberis.japonica(THuNB.)R.BR.inTucK.C。ng.Exp.

APP・22(1818ノ な り 。 今 ㎞dKew.p .1206及 名 鑑B.neLpα1"sisSpRENG・Syst.II(1825)・120を

正 名 と な す も 之M・h・nianepαlensisCAND.(實 はM;nepαulen・isDC.な り)の 組 合 せ に して

THUNBERGの 方1しn七e耐eな り。

Ribes cy  osbati LINN. ox THUNB. 102.

本 種 は ヤ シ ヤ ビ シ ヤ ク な り,今Ribes ambiauumMAXIM.と 云 ふ も名 疏pt.2.f.17・d.に は

Elbθg卿 α311εoαSIEB.の 名 を學 ぐ,即 此 名v}blidな り。B・ibespal。cesiticaeSIEB.ox工TO(改 綴)

は 本 種 正 名 た ら ざ る 可 か ら ざ る な り。

 Vitis pentaphylla THUNS. 105.

本 種 は 」UEL之 を生 か し,名 鑑 亦 之 を學 ぐ る も和 名 を記 さす,然 る に標 本 は 胡 薦 科 の ア マ

チ ヤ ヅル な り。標 本 は 花茎 あ りて花 な し。 膿葉 整 理 の折T'HUNBERG誤 て171itisに 編 入せ るな

るべ し,此 種 の誤 は 初期 研 究 家 に屡 土見 る所 に て怪 しむ に足 らす 。 今 アマ チ ヤ ヅル は σ〃恥

nostem,mapeaαtvmBLuMEに 充 つ る も宜 し くGymnostemma pentaphyllum(THuNB・)n.co

mb.と 呼 ぶ 可 きな り。

Daucus Gingidium LINN. ex  THVNB. 117.

本 種 は現 在 まで 不 明 の 品 な り,」'UEL亦 かNる独立 種 あ る如 く記 す,然 れ ど も標 本 は 正 し く

オ ラ ンダ ミツバ な り,共 學 名 はApinm graveolensLINN.と 云 ふ。

 Stunt sisarum LINN. ox THUNB. 118. 

Rum Ninsi LINN. ox THUNB. 118.

前 者 は我 國 に て 忘却 され,後 者 は 矢部,名 鑑 皆 ムカ ゴ ニ ン ジ ンに宛 つ 。然 る に後 者 の標 本

は幼 少 な る甲析 に過 ぎ す何 者 と も判 じ難 きに 反 し(1・d.Kew.之 をAralia quinquefoliaと な す)

前 者 はH本 探 品 及Upgalatw品 共 に立 派 な る ム カ ゴニ ン ジ ンな り。 即 後 名 を排 し前 名 を推 す

所 以 な り。

 Sium japonicum THUNB. 118.



本 種 も亦 我 國 に て 亡 逸 す る もInd・Kew・ 等 は 之 を 生 か す ・ 然 る に 標 本 は バ ウ フ ウ な り。 今

・バウ ラ ウ はSilerdivarScatumBENTH.etHOOK.f.Gen.'Pl.1pt.3(1867):909と 云 ふ も若 し此 の

バイ カ ル産品日本 品 と 同 一 とせ ばTHUNBERGの 方antedateな り・宜 し くSiler.japonicum

・(THVNB .)n.comb.と 稻 す べ し 。

 

•V  b  rnum s3rra.°um THUNB. 124.

本 種 は ア マ チ ヤ な り。 名 疏 之 をHydranyeaThunbergiiSIEB・ と な す,後F1・ 」aP」(1835):111

に 之 を 圖 詮 す,名 鑑 之 を べ=ガ ク に 合 す る も改 訂 名 彙 はII・ のulO!伽K・K・CHいr・Thunberait

MAK.と し て 分 つ は 正 し,然 れ ど も 今 皿1〃π1・α曾矧 侃ser・ratω(THuNB.)SER.inDC.1・rJdr.4

(1830)=15を 採 るo

 Ecil'a L f ora T:3tNB. 138.

本 種 はRETZエusのnnteLla七em皿eに 重 複 す る 故 後ScillaoienfαlisTHuNB・inTr・Li・m・S・G・

1[(1791)、334と 改 欝 す 。 擦 本 は 實 を 着 け た る シ ヤ ウ ジ ヤ ウ バ カ マ な る 故 皿1elonOj,sis

0r・ientntlis(THUXB.)n,c・mb.は シ ヤ ウ ジ ヤ ウ ベ カ マ の 學 名 た る 可 し,現 用 のII.Breviscapα

MAxm.inBull.AG&d.P6t.11(1867):436は 自 然消滅 す 。

 Convallaria japon'cz THUNB. 139, 

Convallaria spicala THUNB. 141.

前 者 は ノ シ ラ ン に し てcrnv{1を 書 き 直 し あ り,後 者 は ヤ ブ ラ ン な り。 然 る に)"1.Jap.に

は0,湾o痂 α に 二 墾 種 を 設 け 記 文 は α の 方 ノ シ ラ ン に て β の 方 ジ ヤ ノ ヒゲ な り,然 る に ジ

ヤ ノ ヒ ゲ の 標 本 は 見 當 らす 。 考 ふ る に 「rHUNBERGの 邊 附 し てLエNN・f・ の 命 名 せ る(7胸 りη伽

L・NN.f,(1781)は 正 し く ノ シ ラ ン な り,故 に0.卿 ・nicα は ノ シ ラ ンに 冠 す べ き に 似 た れ ど 之

よ り先THuNBERGは 其 著Kaompferusillu5tmtus(1780)p.208に 於 てKAEMPFER著Am・A.・ ・i七1・t;um

ex・tiearumV.p.823fig.p.621.門 冬 に対 し0・ ηu鰯翻 α抽 ・nicα・を 命 ぜ り 、此 囲 疑 も な く ジ ヤ

ノ ヒ ゲ な る が 故 本 名 は 絡 に ジ ャ ノ ヒ ゲ に 適 用 せ ざ る を得 ざ る な り。 今0ノ,隔oρo〃 侃.ノ 伽o・

niCUSKer-Gaw1.と 構 す 。

eonvalla,riaispεcataはInd.Kgw,是 をLiriopespicαtaLOUR.&こ 充 つ る もDracαenagraminザfoliα

LrNN・ をcombinθ せ るLiriOPegraminifo"aBAK・ の 方antedateな り。 又Liri(rpespfcαla

L・UR.は 前 者 の 組 合 せ に 非 す,白 花 に し て 直 立 葉 を 有 す る 別 種 な り。 因 に 云 ふTHUNBERGは

αcernuaの 記 文 を発表 す る事 な か り き 。,



 Hemerocallis japonica THUNB. 142.

此 の 學 名KAEMPFERの 用 う る.所 な る 故 後H.lancifolia THUNB.inTr.Linn,Sce,.III(1794>:335

と 改 樗 す,蓋 此 改 稻 は 現 在 の 命 名 規 約 よ り見 ぱ 無 意 義 な り。 叉 標 本 に 皿 賜箆翻 磁.と 記 す も .

の あ り,之Mus.Upsa1.Append.5(1797):107に 於 け る改 稻 に し て ギ バ ウ シ な り。.而 して 名

鑑.lf・stacoeruteaTRATT.を 充 つ 。 而 も 之 ヱ,ianiciac・erulensw'mT,H・rt.'Bri"・.(1826-27)lao9の 組

合 ぜ に し て 共 のd漁 新 し。 肋 吻 ゴ脚 ・伽TRATT・ は 既 に タ マ ノ カ ン ザ シ に 誤 用 され た る故 使

用 出 來 す と す る もJfostaundwla,ta(THuNB.)の 組 合 ぜ は"・nceasyn・nym,f・1waySasyn。nym"

の 方 則 に適 用 ぜ ら れ ざ る 故 之 を 棄 却 す る 理 由 を 認 め す,況 やTHUNBERα のtypelpecimen嚴

存 す る を や 。 即 ギ ハ ウ シの 學 名 はHosta undulata(THUNB.)・n.comb.た ら ざ る 可 か ら

す 。

 Laurus glaucra THUNB. 173.

本 種 は 今 日 ま で シ ロダ モ に 宛 てL何 人 も疑 は す,然 れ ど も標 本 は 紫 金 牛 科 の ソゲ キ な り。

即 學 名 二 様 の 校 訂 を要 す,即 シ ロ ダ モ はLitseasSieb,oZa・iin.・)・m。[〒 茄 磁 卿 膿(THUNB.)

S、EB,inVe。h.B,、tG。n.12=21],ソ ゲ キ ハMlytrstineTleienbergtiin.n・ 皿.と 命 す 。 後 者 をM.

ylancaと 稽 せ ざ る 理 は 既 にMgla,xcaCAsAR.N・いStir.B・as.,DeG.51.な るhemony・nあ り,之

既 にnf.umbellataのgyn.た れ ど も規 約RecommendationXIV.f.に 從 ひ て 之 を 避 け た り。 現

在 ソ ゲ キ はMyrsine capitellata Miq.Ann.Mus.Bot.II(1865-66):262non、WallichinRoxB.Fl.ln(1.

『a2・U(1832)=295と す る も是 不 可 能 な り。 猫 シ ロ ダ モ は1TETItaDENエAの 鵬 名 を 用 ラ る も之

唇 形 科 に 同 名 あ り て用 う可 か ら ざ す,猴 吉 き 茄 欄 有数 な る 事 規 約 附 録n・miniftC・nservanda

に 學 ぐ る所 な り,即 共 使 用 を 推 構 す 。

 Apactis japonica THUNB. 191.

本 種 は 日本 に は 激 せ り・而 し て 標 本は確にクス ドイゲ な り・.allJ・tiL(PL7h・ 芳・h・918・ ・98)

の 提 構 す る如 くA.pacti,sTHワNB・N・いGenr3(17.S3):66は ・TS「yl・sm,asF・RsT・P:()d(1786♪17『1
,;,代

る べ き もの な り・今"・1・mini"c・ ・)…3rvand2b"之 を 活 か す も之]fyrOXt/1・nlF・RST・ に対して に て

Wi・・の銘 委員は偶々THUNBE・ ・の 岬 ε罐 忘eneし1こ 他ならt・・而 して今是膿 棄すべ

き何等の規約條項 を認 めざるな り。階て 鞠 伽糊 欄 θη畑αM恥 は溝滅ず。

 Menisperrnum acutum THUNB. 193

本 種 は 今 日 オ ホ ツ ヅ ラ フ ヂ に 充 てSinomeniumacutum(THuNB.)REHD.etWi振.と 云 ふ6乏 を



設定せ るは にて と樗す,然れど此種名は DIELS S. diversifodium (MIQ.) DIELS Cocculus d ver4ifofeus

MIQ. の組合せにて此名既に 産品にDC.の 使用 せるもの故 Mexico C. heterophyllus HFMSL. et

WILS. in Kew Bull. (1906) :150 有効なり。即オホツ"ラ フヂは Sinomenium heterophyttunn

(HemsL. et WILS.) n.comb. な り。然るに 標本はキジョランなり。 即 の名は之に冠す ac uta

べきな り。 即 は之 を Marsdenia torn ntosa MORR et DECNE. Marsdenia acuta (TRUNB.) n.

comb. と改稽するの止むを得 ざるなり。

Menispermum  orbiculatus LINK. ex THIINB. 194. 

Menispermum tr:lobum THUNB. 194.

標本は共にアヲツヅラフヂなり,今 前名を改めて Cocculus Thunbergii DO. Syst. I (2818) : 524

と蓉ふ。然るに は之を活 して となすも是勿論不0.  AIINZE. Cebatha orbiculata (THIINB.) 0. B.ZE.

可能なり。名鑑之に を配するも是誤記にして は をM.  trilobum THUNB. 0. RUNZE Tunb:rgii

之に配せるなり。 而 してアヲツヅラヂの學名 として有効なるものは唯 Cocculucs tritobus

(Tavxs.) DC. Syst. I (1818) : 522 あ るの み な り。

 

.Prunes ellipiica THIINB. 199.

本毬は想陳の如 くボル トノキな り,即 牧野氏の豫察的中せ り。然るに牧野氏に賛するもの

な く今猫 .の 薪名 Elaeocarpus decipiens HEMSL. in Fora. & HEMSL. Journ. Linn. Soo. 23 (1.886) : 94

を用 う,須 く を用 う可き Etaeocarpus ett•ipticus (THUNB.) MAE. in T. B. M. 18 (1901) : 67

な り。

My tus  laeu$s T$uxa. 198.

本種は 之を活かすも日本にては不問に附す,之 後に記す Tnd. Kuw. Cratagegus laevis Tuu B.

24=Piotinia laevis (T IJNB.) DC. Prod. IL (1825) : 631 にしてカマツカに外ならす。 然 るにカマ

ツ カ は別 に あ り。今 之 を'せ る Cratasgus villosa THUNB. 204 oAmbine Photinia v'llosa (TauNo.) D

0. .を用 う。此の場合の如 きに際 し敦れの學名を撰揮すべきや・之を決定すべき規約なし。之

現用命名規約の不備を示すものにて,著者は斯 る場合には の如 き Rochester Code " priority of

position の必要 を感するものにして,如何に一方が常用とは云  Phottnia laevis (Mural.)

DO. em. = Myrtus iaevis TxvNB. を として脱 泣するは不合理P.  vill9sa var. lasvis (THUMB.) DIPP.

の如 く考へ らる。



Actaea japonica  TEMNB. 221.

本 種 は オ ホ バ シ ヤ ウ マ と鑑 定 さ れCimicifugajaponica(THUNB.)SPRENGの 名 稻 の 本 に 使 用 さ

るNも 標 本 は 名 疏 ・鑑定 の 如 く ミ ツ バ シ ヤ ウ マ な り,Oin?icザfuyαbiternataMIQ,と 稻 せ ら るSも の

之 な り 。 即 ミツ バ シ ヤ ウ マ はCimic'iffeaga.7'αponica(THUNB.)SPRENG..た る 可 く。 オ ホ バ

シ ヤ ウ マ はCimiciftt・g`eacerina(s.et z.)n,G・mb.た る 可 し。

Corchorus  hirtus LINN. ex TRUNs. 228.

之 ケ ヤ キ な る もTHUNBERG膿 葉 に は 此 の 名 の 日 本 品 な し,而 し て 別 に0..flexosus及C.ser-

ratusの ケ ヤ キ 標 品 あ り。 共 にTr.Linn.soc.エ1(189i)・335に 載 す る も共0.1・irtusと の 關 係

を 示 さ す,今 第 二 種serrattesを採つて 牧 野 氏Zelkovaserrata(THuNB・)MAKINoinT.B.M

17(1903):13を 作 る,現 用 規 約 に從 へ ば 此 の 改 名 は 有数 な る にrnd.Kew.之 を 認 め ざ る は 不

當 な り。 因 に 云 ふ,改 訂 名 彙 の 勢 頭 に學 ぐ る ケ ヤ キ の 學 名AbeliceaREICHB.(1828)はvienna

code附 録 に 於 て 慶 棄 せ る もの 故 抹 殺 す べ し。

 Thalictrum japonicum THUNB. in Tr. Linn. SJc. II (1791) : 337.

本 種 は セ リバ ワ ウ レ ン な り。 此 の 類 葉 の変 形 極 め て 多 け れ ど も是 等 を総 構 し て 今 日の 如 く

CoptisTeetaWALL.'Var,anemonifoliaFIN.etGAGN.と な す は 不 當 な り,Copatis .ia・Ptonic'a

(THUNB)MAKINOを 至 當 と 考 ふ 。

 Banunculus ternatUS THUNB. 211.

本 種 キ ツ ネ ノ ボ タ ン に 充 る は 大 誤 な り。 共 標 本 はP1.jap.nov.sp.(1824)附 圖 の 示 す

如 く ヒ キ ノ カ サ な り。 即 ヒ キ ノ カ サ の 現 用 學 名R.ZuccariniiMiQ.Ann.Mus.Bot.III(1867)・5

は 展 す べ く・キ ツ ネ ノ ボ タ ン は 新 訂 草 木 圖 読 の 用 う る如 く 丑鰍 ηcぬ8y伽 〃乞FR.etSAV.Enum.

Pl・Jap・ エ(1875):8た ら ざ る 可 か らす 。

Melittis  melissophyllum LINN. ex THUNB. 248.

本 種 は 後M.japonica THuNB.inTr.Linn.Soc.II(1794):338と 改 構 す,ミ ソ ガ ハ サ ウ な

り。 慧 眼 な るMAXiMowrCZも 此 の 駿 定 を 失 しNepeta japonica MAXIM.ア リ タ サ ウ を 設 定 し,ミ

ソ ガ ハ サ ウ はNepetaSubsessilisMaxim.と 樗 せ り。 即1吻`♂ α畑oηfcα(THUNB,)の ωmbina-

ti・n不 能 の 爲 上 記 の 名 稻 其 命 を 保 つ 。

 Oc  mum acutunn TUUNB. 248.



本 種 日本 に は 亡 逸 す,標 本 は エ ゴ マ な り 。Perilla occilmoidesLINN.と 云 ふ 。

 Ocymum crispum THUNB. 248.

本種 も亦亡逸す,シ ソな り。 と云ふも宜

しく たらざる可か らす。,

 Pcrilla arguta BENTH. 3Z Perilla nankinensis DECNE,

Periilla crispa (TREND.) n. oamb.

Ocymur rugosun2 TREND. 2i8.

thus glaucocal yx MAXIM.

本種 も日本にて亡逸するもヒキオコシな り原標品は 騒定 して自母の
'に

充つるは孟 し,別 に嚴存すればな り。

 MAxIMOwics

P rugo..us WALL.

Plectran-

Ocymum virgatum THUNB. 250.

plebeio R. BR.

本種は今 日まで不明に附 しあるも標本は ミソカウジユな り,は 之 を楡 して'

に充つ而て別に を設 く,宜 しく

 (TauNB.) n. comb.

Mosla r/rosseserrral( MAXIM.

を以て代ふ可きな り。

 MAXIMOWICZ 84via

Mosta virgata

Ilelysarurn racenzo um. THUNB. '285.

本 種 は名 疏 正 し くヌ ス ピ トハ ギ で充 つ 。 今 ス ス ビ トハ ギ は に充

つ ・る も須 く な らざ る 可 か ら

ざ るな り。

 Desmodium oxyph llum DC.

Desmodiunb rncemosurn (THUNB.) DC. Pr,,d. II. (1825) : 337

Iledysarum striatum THUNB. 289.

..Striata SCHLINDL.

本種はヤハズナウとして

等に充つ るも標本はマルバヤハズサウな り,即是等學名はマルバヤハズサウ

に適用すべ く,ヤ ハズサウは と命す。'

 Les.edeza striata Hk. & ABN., Microlespedeza striata MAR., Kummerouia

Mierolespedeza Malcinai D. nom.

Iledysaru.n incanuin THUNB. 289.

(1800):132

本種は名鑑 に充て和名を附せす,改 訂名彙は之 をニハフヂに

充つ,標 本はニハ フヂにて名鑑名彙の鑑定當れ り。

は別植物なり。

 .iiuLigofera decora LINDL.

Indigofera incana THUNB. Prodr. P1. Cap.

Prenanth,es integra THUNB. 300.

ceolata MVIAK. var. pinnatiloba Max.

本種は名鑑ホソバワダンに充つるも標本はハマナレンな り。 今ハマナレンは

となす も宜 しく

 Crepis lnn-

Crepidiastrum, integra (THUNB.) n comb.



た らざ る可 か らす,又 ホ ソバ ゾダ ンは な り。 Crepidk  strum k nceodcct z (HoUTT.) NAKAI

Prenanthes chinen si s 'Tn-uNB. 301.

n. comb.

本種は 之 を となすも同種は日本に産せす,標 本はノニ

ガナなり。 ノニガナは今日 と云ふも

た るを要す。

 Ind. Kew. Lactuca Fischeriana DC.

Lactuca Mctsumurae MAKT..xo Lactuca ch-inensis (THTJNB.)

Eupatoriun hyssop~.foliuin LINN. ex TB.UNB. 307.

tuS FISQH..

本種は本日まで不冊に附せられ居るも標本は ヒメシヲンな り,即本名は , 、

の異名に配すべ し。

Aster  fastigia-

Arnica ciliata 'THUNU. 318.

には と記す,標 本には とあり名疏は の読 として

此和名當 らす と記すも標本は正 しくジウゴンな り。ワウゴンの現用學名は

と嚢ふも の'方 なれば須 く

 Fi, „Tap.

flora LEDEB,

n. cDmb.

" Ogonkurt "

THUNBERG

た らざる可か らす。

 ar^tedat©

" Ogonqua " SIEBOLD

Ilypochoeris /ran~li-

Hypochoeris eiiiattrc (THUNB.)

Chrysanthemum jcsponicum THUNB. 321.

本種の標本はオ トコヨモギなるに叉別に あるが故に上名

,は 消滅せ り,故 に牧野氏別にリウナウギクに対 し

を作る,右 の如き改名は之を避 くるを改

名者に薦むるも後研者をして此改名を無効た らしむる事を禁す,即 今之を保存す。

を昇格 しで

 Artemn,isia japonica THUNB.

Pyrethrum sinense LINN var. japonicum MAXIM.

Chrysanthemu°n japonrcum (MAXIM.) MAR.

Sicuos angulata LINN. ex THUNB. 325.

本 種 は とあ り,名 疏 之 を タ マ ヅサ ウ リとな せ ど も タ マ ヅサ ウ リは カ ラ ス ウ リ

な り,標本 は キ ガ ラス ウ リに て今

の名 あ り。

 Tam:Ltsagori

の 一 名 に て Trich.osanl,hes cucumeroides MAXIM.

japonica REGEL

TrkeItosanthes

Lobelia erinoides LINN. ex THUEB. 326.

本種は後 と改稻せ り,名鑑は之

を ミソカクシに充つ るも標本はヒナギキヤウなり,而して ヒナギキヤウは別に

として存す,今 之 を

 Lobelia c mpanuloides THUNB. in Tr. Lixtn. Soc. It (1794) : 330

ginatc: THUMB. 89. Ind. Kew.

Ownpc Ada mrr-

Wablenberyia gracilis SCER&n. Blamenbbcliin



(1827)38inobs.に 充 つ る もTHuNBERGの 方 遙 にantedateな る 故Mahtembergitemαginata

(THuNB.)DC.Mvn.eamp.:M3を 採 用 せ ざ る可 か ら す 。'

 PP.ris sinut l THTTNB. 332.

本 種 は 多年 亡 逸 せ る も標 本 は クサ ソテ ツな り。即 ちMαtteiecciaStriethioptterisToDaro

の 異 名 に配 すべ し。

 Lycopodium jrtponicuan THUNB. 3fl.

本 種 は 名鑑 マ ンネ ン グ サ に 充 つ る も'標本 は ヒカ ゲ ノカ ヅ ラ な り6叉Lycqpoaiumclavatum

LrNN,311.は 今 日 ヒカゲ ノ カ ヅ ラ に充 て らるNも 著 者 の見 た る数 多 の瑞 典産 品 は ヒカ ゲ ノ カ

ヅ ラ よ り葉 粗 く,光 澤 張 く,尖 端 鋭 く爪状 に 巻 け り,蓋 し頗相 似 た る も同 一種 とは 構 し難 し,

即 日本 産 ヒ カ ゲ ノカ ヅ ラは 上 記THUNBEBG名 樗 を用 うるを可 とす 。
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ON CERTAIN THUNBERGIAN PLANTS FROM JAPAN

(Résumé) 

Tyozaburo TANAKA.

   As the result of critical examination of the Japanese plants in Thunbergian 

Herbarium deposited at the University of Upsala, Sweden, the writer was able 

to identify a number of species hitherto unidentified or misrepresented. The 

following list is compiled to summarize the discussion given in this paper, in 

which these Thunbergian plants are treated. 

Salix integra THUNB. = S. purpurea LINN. subsp. ainplexicaulis Boiss. sec. 

    MATSUM. 

Commelina japonica THUNB. =Pollia japonica THUNB. 

Kyllinga triceps THUNB. = Lipocarpta microcephala KUNTH. 

Carex cephalotes THUNB. non F. MUELL. =Carex nubigena DON. var. 

    planiuscula KUECK. sec. MATSUM. 

Carex remota LINN. = Carex gibba WAHL. 

Carex caespitosa THUNB. = Carex Thunbergii STEUD. 

Andropogon crinitus THUNB. =Pogonatherurn crinitum (THUNB.) KUNTH 

    =P. saccharoideuin BEAUV. 

Andropogon ciliatnm THUNB. = Themeda japonica (WILLD.) n. comb. 

Phalaris hispida THUNB.=Anthraxon hispidus (THUNB.) n. comb. 

Phalaris erucaeformis LINN.=B3eckmannia erucaeformis (LINN.) HOST. 

Panicum hirtelluln THUNB. = Oplismenus Burmanni (RETZ.) BEAUV. 

Panicum hordeiforme (LINN.) THUNB.=Pennisetum purpurascens (THUNB.) 

MAKINO = Peunisetum japonicurn, TRIN.



 Panicum bisulcatum THUNB. = Panicum acroanticum STEUD. sec. MATSUM. 

Milium globosum THUNB.=lsachne globosa (THUNB.)' n. comb. 
Agrostis ci liata THUNB. = Arundinella anomala STEUD. = Arundinella hirta 

    (THUNB.) D. comb. 
Poa tr'ivialis LINN.=Poa acroleuca STEUD. 

Poa barbata THTNB. =Eragrostis ferraginea (THUNB) BEAUV. 

Festuca misera THUNB. =Agropyrum miserunn (TIIUNB.) n. comb. 
Viscum Opuntia THUNB. = Viscnm japonicum THUNB.=PseUdi.Jrus Opuntia 

    (THUNB.) n. comb. 
Fagara piperita THUNB.=Zanthoxylum scliinifolium SIEB. & ZUCC. 
Elaeagnus crispa THUNB.=Elaeagnus urnbellrcta THUNB. 
Urtica dioica THUNB.= Urtica Th,unhergiana SIEI3. & ZUCC. 

Urtica macrophylla THUNB. = Boeltmeria japonica MIQ. _ ]Roehmeria Miqu-
    eliana, n. nom. 

Urtica japonica THUNB. =Fatoua, japonica (THUNB.) BLUME. 

Rex japonica THUNB. = Berberis japonica (THUNB.) R. BR. 
Ribes cynosbati THUNB.=Ribes parasitiea SIEB. apud K. ITv 

Vitis pentaphylla THUNB.=Gymnostemma pentrrphyl1itin (THUNB.) n. 
     comb. 

Daucus Gingidium THUNB. = Apiuin graveolens LINN. 
Sium sisarurn LINN. = Sium Ninsi LINN. sec. MATSUM. 
Slum japonicum THUNB. = Situr japonicum (THUNB.) n. comb. 

Viburnum serratum THUNB. =.H;r/drangea serrata (THUNB.) SER. 
Scilla b flora THUNB.=Ileloniopsis orientalis (THUNB.) n. comb. 

Convallaria japonica THUNB. = Ophiopogon japoniCUS KER-GAWL. 

Convallaria spicata THUNB.=L'iriope graminifolia (LINN.) BA1 . 
Hemerocallis japonica THUNB.= Ifosta undulata (THUNB.) n. comb. 

Laurus glauca THUNP,=.111;ilrsine Thunbergii n. nom. 

[Litsea glauca SIEB. =.Litsea Sieboldii n. nom.] 
Apactis japonica THUNB.=Xylosma racemosa MIC~. 
Menispervnum acutum THUNB. =Marsdenia aeuta (THUNB.) n. comb. 

[Sinomeniunn acutusn REIID. & WILS.=Sinonneniurn heterophyllum 
    (HEMS. & WILS.) n. comb.] 

Menispermum orbiculatum THUNB. = JocculuS trilobus (THUNB.) DC. 

Prunus elliptica THUNB.=Eiueocarpus ellipticus (THUNB.) MAKINO. 
Myrtus laevis THUNB.=Photinia laevis (THUNB.) DC. emend.=Photinia ? 

villosa (THUNB.) DC.



 Actaea  japonica THUNB.=Cilnicifufa japonica (THUNB.) SPRENG. non. MIQ. 

   [Cimicifirga japonica MIQ. = Cimicif uga acer''ina (SIEB. & ZUcc.) n. 
    comb.] 

Corchorus hirtus THUNB. = C. flexuosus THUNB. = Zel/s ova serrata (THUNB.) 

   MAK. 

Thalictrum japonicum THUNB. = Coptis japonica (THUNB.) MAK . 
Ranunculus ternatus THUNB. =Ranunculus Zuccarinii MIQ. 

   [Ranunculus ternatus auct. =Ranuneulus Ver'nyi FR. et SAN.] 
Melittis melissophyllum THUNB.=Nepeta subsessilis MAXIM. 

Ocymum acutum THUN B. =Perillrt oteimoides LINN. 
Ocymum crispunz THUNI;.=Perillct c'risptt (THUNB.) n. comb. 

Ocyrnum rugosum THUNB. = Plectranthus glaucocalyx MAXIM. 
Ocymum virgatum THUNB. =Mosta virgata (THUNB.) n. comb. 

Hedysarum racemosum THUNB. =Desrnodiurn racernosurn (THUNB.) DC. 
Hedysarum striatum THUNB.=.IVILGrolespedetsa striata (THUNB.) mihi non 

   MAK. 

[1ificrolespede. a striata MAK.=Microlespedeva Maliinoi n. nom.] 

Hedysarum incanum THUNB. =Indigofera decor'a LINDL. 
Prenanthes integra THUNB. = Crepidiastrurn integra (THUNB.) n. comb. 

Prenanthes chinensis THUNB.=Laetuea sinensis (THUNB.) n. comb. 

Eupatorium hyssopifoliurn THUNB.=Aster fastigiatus FIscH. 

Arnica ciliata THUNB.=.Hypochoer'is ciliata (THUNB.) n. comb. 

Chrysanthemum japonicum THUNB.=Artemisia japonica THUNB. 
Sicuos angulata THUNB. = Trichosanthes japonica REGEL. 

Loberia erinoides THUNB. = Waltrenbergia marginata (THUNB.) DC. 

Pteris angulata THUNB.-- .Matteuccia Str''uthiopter'is. TODARO. 
LycopodiUm japonicum THUNB. = Lycopodium clavatu auct. non LINN.


